






期間  2013年1月25日（金） 
場所  霞が関コモンゲート西館37階 霞山会館霞山の間 
 
 
















































































































す。南京同文書院の開院式は 1900 年 （明治 33


















































































































































































































































































































































1906 年 4 月、横浜に上陸しました。維新会は、












1907 年から 1908 年にかけて多くのベトナム人
留学生が日本にやってきていましたが、日本政府















しかしながら 1908 年 10 月以後、ベトナム人学
生は次々と帰国することになり、東遊運動は失敗
していきました。日本政府の退去命令を受けて、









入学し、学生総数 392 名となり、1914 年には 394
名になりました。この時点で開設以来の入学者は
3000名をこえ、純卒業を含めて卒業者は854に及
んでいました。だが 1915 年、日本政府が 21 カ条
要求を出すと、それに反対して広範な排日運動が
起こり、多くの学生が帰国し、在学者は 32 名に激
減し、その後、2，30 名で推移し、二度と増えること
がありませんでした。さらに第一次世界大戦後、
ベルサイユ講和条約で山東利権が日本に譲られ
たのに抗議して 1919 年、広範な排日運動である
五四運動が起きるなどして、ついに 1922 年に、中
国の近代化のための人材養成に多大の功績をあ
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げた東京同文書院は閉校し、東亜同文会の手を
離れ、柏原文太郎の個人経営の日本人学生の教
育機関としての目白中学が存続しました。 
そしてそれに前後して、すでに激減している日
本での留学生教育するのではなく、中国人学生を
現地中国で教育しようとして、中国上海の東亜同
文書院中華学生部が設置されました。すなわち東
亜同文会はその後も中国人学生への事業を継続
していきました。 
 東亜同文会がこのように最初から，日本人学生
向けの教育だけではなく、中国人学生への教育
にも力をいれていたことも注目すべき事だと思い
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
